
 

事 業 名 宿泊学習から学ぶ「親子の自立」と親子のふれあい 

団 体 名 学童保育しいの実クラブ (筑西市) 

連携・協働団体 
学童保育しいの実クラブの保護者 下館小学校 養蚕小学校 竹島小学校
伊讃小学校 筑西市放課後児童クラブ連絡協議会 

事業のねらい 
 
 
 
 
 

夏休みに行う宿泊学習を通して、人間の持つ生き方（テレビ、ゲームの
ない生活）を体験させ、相互扶助と独立自活の精神を養う。また仲間たち
と協働生活する中で、自律心と自立心の育成を図る。反省会を開き、保護
者に共育ち、共育ての意識を共有する機会とする。 
「みんなで遊ぼう 友だち作ろう 一緒にあそぼう」を合言葉に子どもた
ちの居場所つくりと親子のふれあいを深める。 

活動の内容 １ 吾国山洗心館三泊四日の大合宿  
平成 20 年 7 月 29 日(火)～8月 1日(金） 

  場所 吾国山洗心館 
参加者 学童保育しいの実クラブ、保護者、指導員、保育士 

《生活目標》 
・生活に関わる基本的なことを自分で進んで行うことができるようにす
る。 

・グループ活動によって共同、共生の大切さを学ぶ。 
・異年齢活動によって思いやりの心、優しさを学ぶ。 
・宿泊した施設に再度親子で訪問し、自分 
たちの経験した活動を親に自信を持って 
知らせる。 

《保護者の声》 
・自分たちで食事の準備や片付けをしてい 
る姿が頼もしくみえた。 
・子どもたちがケンカをしていた。まわり 
の友だちも集まってきてみんなで解決す 
ることができていた。こうやって成長し 
ていくのだと感心した。 

・班長が中心になって活動し問題を解決し 
ていた。荷物の整理が上手にできていた 
のに驚いた。               〔皆で食事づくり〕 
・子どもと吾国山洗心館に行き、虫がとれる場所や飯盒炊飯を行った
場所を案内してくれた。楽しそうにそして、自信に満ち溢れながら
話す息子の姿をみて感動した。 

２ 合宿後の反省会・講演会 平成 20 年 9 月 5 日 
《保護者の声》 
・母親は、自分のものさし(機嫌)で子ども 
をはかり、決まりをつぶすことが多いと 
聞き、我が身を振り返ると、その通りだ 
と思った。気をつけたいと思う。 
・勉強や宿題のように与えられた課題には、 
終わりがあるが、学びは自分で課題を見 
つけるので、エンドレスと先生が話し 
てくれた。いくつになっても学び心を 〔子どもの成長を話し合った〕
持つことが必要だと思った。 

今後の取組み 
 
 
 
 

合宿の反省会を兼ね講師の話を聞くことで、子どもの接し方やしつけ
など自分を振り返る機会となった。今後も継続していきたい。 
 地域の方との繋がりが、子どもたちの育ちをより大きくし、安心・安
全な子どもの居場所づくりになると思うので、これからも地域を巻き込
んだ催しを積極的に行っていきたい。 

問い合わせ先 
 

〒308－0825 筑西市下中山 589 
筑子保育園内 学童保育しいの実クラブ 電話 0296‐24‐0252 


